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口　産婦
■蚤産婦
3表2　分娩誘発の適応
医学的適応
．・ 齣ﾌの合併症妊娠
妊娠HT症候群
胎盤機能不全
過期妊娠
子宮内胎児発育遅延
社会的適応
・妊婦の個人的・家庭
的事情
施設側の事情
（文献1，2より引用）
図10　帝王切開の割合
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表3分娩誘発のメリット・デメリット
　メリット
出産日が事前に決められる
分娩所要時間が短い
新生児仮死が少ない
’異常時に対する対応が迅速
V【、おわりに
　デメリット
・・ ﾟ強陣痛による子宮破裂、
　頚管裂傷
　微弱陣痛、弛緩出血
・羊水栓塞
　感染症の誘発
　難産による帝王切開
　薬剤アレルギー
　　　　（文献1，2より引用）
　当科のような地方病院では、少ないスタッフで産
科医療をせざるを得ないのが現状である。忙しさを
理由に分娩数を厳しく制限をすると、地域住民がい
わゆるお産難民と化し、周辺の医療施設に流れる。
それにより、周辺の分娩施設が多忙となり、疲弊し
閉院に追い込まれたり、また主にハイリスク妊娠・
分娩を取り扱う周産期センターのベッドが正常妊
産褥婦に占められ、ハイリスク症例の母体搬送に制
限が生ずるなどの問題が玉突き的に起こると懸念
される。
　分娩制限は、さらに病院経営に対しては赤宇の増
大、そして妊婦には遠隔地への健診のため交通費の
負担増、精神的・肉体的負担増などマイナス面が
多々生じる。
　我々の推進している分娩誘発は決して奨励され
るべき方策ではないが、現時点での産婦人科医療に
携わるスタッフの疲弊を防ぎ、地域住民の分娩施設
の確保といった要望に応える方法としては、分娩誘
発という手段は肯定されて良いものと考える。
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